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（株）ブリヂストン本社（東京）

業績データ

資本金

従業員数

100万円

144人

現在（2020年12月期）

創業時（1931年）

取締役代表執行役

Global CEO

石橋 秀一
（いしばし しゅういち）

取締役 代表執行役

Global COO

東 正浩
（ひがし まさひろ）

社名 株式会社ブリヂストン

本社所在地 東京都中央区京橋3丁目1番1号

設立年月日 1931年（昭和6年） 3月1日

創業者 石橋 正二郎（いしばし しょうじろう）

連結売上収益
連結親会社の所有者に

帰属する当期利益

資本金

連結従業員数

単体売上高

単体純利益

単体従業員数

2兆 9,945億円

△233億円

1,263億円

138,036人

6,917億円

829億円

14,858人

１．会社概要
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２－１．CSR活動

モビリティ
の進化に貢献する

誰もがより快適、安全・安心に

一人ひとりの生活
と地域社会を支える

人々がより健やかに安心して

暮らしていくために

環境負荷を低減し、

より良い環境を残す

次世代のために

重点領域

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ・公正な競争、BCP（事業継続計画）・ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ、人権・労働慣行、労働安全・衛生、調達、品質・お客様価値基盤領域

使命

最高の品質で社会に貢献

行動指針としてのグローバルCSR体系『Our Way to Serve』を制定し、

人々がより快適に移動し、生活し、働き、そして楽しむことに貢献するため、

「モビリティ」「一人ひとりの生活」「環境」の3つの重点領域に焦点をあてて活動
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２－２．社会貢献活動の位置づけ

社会貢献活動を通じて社会価値を「Our Way to Serve」を指針とした活動により創出し、

社会、お客様、あらゆるステークホルダーの皆様からの信頼の醸成につなげていきます
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３．ブリヂストン労働組合東京支部

献血推進活動
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ブリヂストン労働組合 東京支部 直近の献血者数推移
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北海道 茨城県 栃木県 埼玉県 東京都 岐阜県 静岡県 滋賀県 山口県 福岡県

献血者数（名）/年・事業所（平成28年度～令和元年度）

ブリヂストンの中では
東京支部（小平市）の
献血者数が一番多い

以降、活動事例についてご紹介いたします



7/13 Security Classification

活動事例① 献血者数増に向けたとりくみ（事前周知）

■献血日の前に
・労働組合の会議で資料を用い周知を実施
→周りを誘って参加してもらうように、労働組合の職場の代表者から呼びかけ

・労働組合ニュースを出し、会社内にある掲示板やデジタルサイネージを活用しPR

<労働組合の会議での資料> <労働組合ニュース>
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献血日当日の朝
時間ごとにメンバーを決め、出勤経路ごとに呼びかけ
チラシ入りポケットティッシュを配布

<呼びかけ風景>

活動事例② 献血者数増に向けたとりくみ（当日の呼びかけ）

<呼びかけ割り振り表>

2020年1月撮影
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事業所内の広い講堂を会場とし、多くのベッドを配置

「待ち時間があるからやめようかな」という思いを抱かせずに、

より多くの方が献血に来やすい環境を整備

恒例のイベントとして認知されており、リピーターを中心に多くの方に参加いただいた

活動事例③-1 献血者数増に向けたとりくみ（来やすい会場づくり）

2019年7月撮影
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活動事例③-2 献血者数増に向けたとりくみ（待ち時間の解消）

来場者の過去実績より、並ばずに献血できる時間帯を周知し、効率性を高めた
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献血の必要性

• 採取した血液には使用期限があり、常時活動し続ける必要があること

• 輸血が必要とされる場面は思っていたより多いこと

• 特にコロナの影響で、献血者数が減り、血液の在庫が枯渇していること

• 献血会場の献血者数（規模）として、ブリヂストン東京支部は比較的大きいこと

組合員の献血に対する捉え

• 針が怖い、血を抜かれるのが怖い

• 全国どこでも行われている活動であり、「他の誰か」が献血するもので十分足りている

• 「○型の血液が足りてません！」 は、いつも言っていることだろう

コロナ禍における献血活動について

もっと多くの組合員に献血の重要性を感じて欲しい

今こそ、さらにこの活動を積極的にやるべきだ＝会社（共催）へ協力依頼し、環境を整え実施

COVID19が拡大していく中で、改めて献血活動の意義と献血活動の継続要否を考えた・・・
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コロナ禍での活動 1/2

献血の重要性を正確に伝え、コロナ禍においてはさらに必要とされていることをPRし、活動を継続

チラシ入りポケットティッシュは食堂

前など自由に取れるよう配置した

<事前周知資料>
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コロナ禍での活動 2/2

これからも献血の必要性を伝え

より多くの方に献血活動に協力してもらえるように活動を広めていく

ベッド数を減らし、ソーシャルディスタンスを確保

献血者がすれ違わないようレイアウト

2021年1月撮影
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